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研究成果の概要： 
ペスチウイルスは宿主特異性が比較的強いことが知られていて，その宿主域とウイルスゲノム

５’端の二次構造に相関があることを明らかにした．あわせて，ペスチウイルスのビルレンス

がとウイルスゲノム上に想定される二次構造のループを構成する特定の塩基と関連することを

明らかにし，その成果を２００８年９月に開催された第７回国際ペスチウイルス学会（スエー

デン）において発表した． 
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１．研究開始当初の背景 

 

ペスチウイルスはプラス鎖RNAをゲノムとす

る動物ウイルスの一群で、分類学的にはフラ

ビウイルス科ペスチウイルス属と呼ばれ，牛

ウイルス性下痢ウイルス１（BVDV-1）、牛ウ

イルス性下痢ウイルス２（BVDV-2），豚コレ 

ラウイルス（CSFV），ボーダー病ウイルス 

 

 

（BDV）および未確定のキリン由来ペスチウ

イルス（‘Giraffe’）からなる．これらのう

ちウイルス種として確定している４種は牛，

豚，緬羊をそれぞれ冒すことから命名された

ものであるが，豚コレラウイルス以外の３種

はその宿主域が必ずしも固定しておらず，こ
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れら動物種の壁を越えて相互に感染するだ

けでなく，他の偶蹄目にも伝播して発病させ

ることが知られている．また，ペスチウイル

スは牛胎仔血清あるいは偶蹄目起源の組織

を介して細胞培養に迷入し，細胞変性効果を

起こすことなく持続感染する場合が多いた

め，細胞培養を最も頻繁に汚染するウイルス

としても知られている．ところで，これら４

種のウイルスは，ポリクローン性抗体を用い

た血清中和試験によってほとんど区別でき

ないとされている．このため，ペスチウイル

ス属におけるウイルス種の同定はもっぱら

宿主動物種に依存してなされる場合が多く，

しばしばウイルス種の判定に混乱を招いて

いる．たとえば，ボーダー病の羊から分離さ

れ，ボーダー病ウイルスとして報告されてい

たペスチウイルス株（５３株）の４１．５％

が牛ウイルス性下痢ウイルス１もしくは牛

ウイルス性下痢ウイルス２であることが知

られている． 

 

 

 

２．研究の目的 

 

ペスチウイルスは一般に偶蹄類の間を動物

種を越えて伝播することが知られており，

Los Angeles動物園では飼育されていたカモ

シカから本ウイルスが分離されている．盛岡

市およびその近隣の丘陵地帯には野生のニ

ホンカモシカが生息しているが，同地域では

牛の放牧も行われている．そこで日本国内の

野生動物での状況を把握するため，2001年か

ら 2004年までの間に盛岡地域で自由生活を

営むニホンカモシカから採取された血清を

用いてペスチウイルスによる感染を調査し

た． 

 
 
３．研究の方法 

 

被検血清は負傷もしくは死亡した 16頭から

剖検時に採取され，凍結保存されていたもの

である．ペスチウイルスゲノムの 5'-UTRを

標的とするRT-nested PCR法により，血清中

のペスチウイルスを検出した． 

４．研究成果 
 
３頭のニホンカモシカに本ウイルスの感染

を確認できたが，いずれの剖検所見からも本

ウイルスによる感染症を示唆するものは得

られなかった．また，それら３検体のPCR産

物の塩基配列はすべて一致しており，同一の

ウイルス株による感染と考えられた．さらに

その塩基配列の一次構造ならびに推定され

る二次構造の回文様塩基置換分析に基づき，

検出されたペスチウイルスを牛ウイルス性

下痢ウイルス１（BVDV-1）と同定した．これ

らのことから，盛岡地域で自由生活している

ニホンカモシカの間で，特定のBVDV-1株に

よる感染が持続的に発生していると考えれ

れた． 

 

（１）ペスチウイルスゲノムの５’端非翻訳

領域の３箇所にみられる種特異的な回文様

塩基置換．ウイルス種と宿主動物種の間に関

連する構造が存在することが示されている．

青色の塩基は株間で変化しうるもの，緑色は

ビルレンスとの関連が疑われるもの，そして

赤色はそれぞれの種に固有の塩基である．す

べての種に共通している黒色で示したの塩

基は，ペスチウイルス属に特異的なものであ

る． 

 

     

（２）ペスチウイルス属に含まれるすべての

ウイルス種を一括して検出するために開発

した，超高感度なネステッド RT-PCR法のプ

ロトコールを世界に先駆けて公表し，さらに

本ウイルス属を特異的に検出するためのリ

アルタイムPCR法を開発してきた．下の図は

50～200TCID量のペスチウイルスの検出感度



 

 

を示したリアルタイム PCRの実施例である。

申請者らが確立させたこのリアルタイム PCR

法では，増幅させて得たPCR産物を直接に塩

基配列の決定にも使える．また，ウイルスの

定量的検出も可能であることも明らかにし

ている． 
 

 

   
（３）感染細胞から抽出したRNAを蛍光色素

Cy3により，また非感染細胞から抽出したRNA

を Cy5により分別標識し，オペロン社の

OpArray Bovineを用いてハイブリダイゼ−シ

ョンを行い，遺伝子発現の程度を比較した．

下の図は BVDV感染 MDBK細胞における 72時

間後の遺伝子発現をマイクロアレイ法によ

り予備的に調べた実験例を示したものであ

る．対角線上にある黄～オレンジ色が発現が

亢進した遺伝子群で，下の緑～青色が発現が

抑制された遺伝子群をそれぞれ表している． 
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